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要旨 
筆者は、2011 年夏より、 ドイツWuerzburg 大学心不全センター 、























回ノーベル物理学賞を受賞した Dr.  Roentgen が、X 線を発見したのは、当大学













































































います。PET や SPECT といった分子イメージングで、病態の解明、診断、治療
モニターリング等に利用が期待されています。私は、心不全センターの








する技術です。とくに PET や SPECT といった radionuclide tracer を使った手法
は、トランスレーショナルリサーチにおける役割が期待されます。トレーサのデ
ザインが他の手法に比べて自由度が大きい点や、感度が高いことに加えて、最近
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小動物用のmicro PETで，小動物のイメージングが可能となった事があげられます。
臨床に用いている技術をそのまま直接小動物実験で確認できる，また，その逆も可
能ことから，基礎研究の成果を臨床につなげることのできるキーテクノロジーと期
待されています。
また、その逆も可能ことから、 基礎研究の成果を臨床につなげることのできる
キーテクノロジーと期待されています。 
 
 
 
 
 
 
